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Abstract
　The purpose of this research is to explore the inquiry tasks and evaluation criteria 
set by students who belong to a teacher training course while preparing the learning 
guidance plan for “The Period for Integrated Studies”. As a result, as for inquiry 
tasks, most students thought that “tasks according to the characteristics of the 
area and school” were necessary for the students in the elementary and secondary 
education stage. Regarding the evaluation criteria, as a result of the analysis of text 
mining, considering from the spread of words, it is said that the basics of “knowledge-
understanding-skills” were valued, and the emotional area of “motivation-interest-
attitude” was positioned as the basis of the activity. The aspect that it was done became 
clear.
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年生， 6 年生が，それぞれ12名，14名と多く，この 2 つの学年で小学校の70.3％を占めて




第 1 回 オリエンテ－ション（授業計画とその進め方，評価方法等をシラバスを確認しながら行う。児童生徒時代を振り返る）
第 2 回 教科外活動の位置づけと教育的意義（ 1 ）：特別活動の歴史と位置づけ
第 3 回 教科外活動の位置づけと教育的意義（ 2 ）：教育課程における特別活動の教育的意義
第 4 回 学級活動・ホームルーム活動の理論と指導法
第 5 回 学校行事・生徒会活動の理論と指導法
第 6 回 特別活動における指導・評価の基礎理論　　【小テスト①】
第 7 回 総合的な学習の時間の位置づけと教育的意義
第 8 回 総合的な学習の時間の全体計画・単元計画（ 1 ）：年間指導計画








































































































多い順に示した結果が図 2 である。ここでは， 3 回以上の頻度で出現した語のみを取り上
げた。



































































2 ） 「CSCL」とは，「Computer Supported Collaborative Learning：コンピュータにより
支援された協調学習」の略称。
3 ） 研究協力者の特定を防ぐために年度を伏せた。
4 ） 場所の特定を防ぐために名前を伏せた。
5 ） 場所の特定を防ぐために名前を伏せた。
6 ） 場所の特定を防ぐために名前を伏せた。
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